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5万分の1地質図幅｢横山｣の研究成果

斎藤眞1㌧沢田順弘2〕

5万分の!地質図幅｢横山｣(斎藤｡沢田,2000)

地域は岐阜県,滋賀県,福井県の接する典型的な

山間過疎地域です.熊,猪,カモシカ､狸など野生

動物が多く,調査申に親子連れの熊に吠乏られる

こともありました.また,春には山菜,秋には,アケ

ビ,山芋,クルミなど,山の幸の豊富なところでも

あります.豪雪地帯のため,12月～2月は調査は不

可能でしたが,雪崩も収まった3月には,谷水の流

れるところは雪がとけ,露頭の雪は落ち,かつ藪や

滝は雪に埋もれているので,山スキｰやかんじきを

使って調査をすることもできました.

この地域で熊以外に注意しなければならなかっ

たのは,北向きで石灰岩のある沢にはかなりの確

率で生息するヒルです.足ごしらえをしていても,

ふと気がつくとズボンが血まみれになってしまいま

す.

この地域とその周辺では現在複数の治水･利水

用のダムが建設･計画されており,本地域内でも関

西電力が岐阜一滋賀の県境を挟んで揚水発電用の

ダムを計画しています.また,久瀬村,藤橋村は横

山図幅調査中に本地域内で温泉掘削に成功しまし

た.今後このような開発にも,この図幅は公開され

ている地質情報として重要になるであろうと考えら

れます.ここでは横山図幅の概略を説明するととも

に,この研究による過去の地質図からの進歩につ

いても紹介します.

1｡地質の概要

横山地域は,濃尾活断層系と柳ヶ瀬一養老活断

第1図

5万分の1横山図幅の位

置｡基図は100万分の1

日本地質図第3版(地質

調査所,1991).
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層系に挟まれた地域で,主に美濃帯のジュラ紀付

加体(付加コンプレックス)とそれに貫入した約

95Maの貝月山花闇岩が分布しています.そして,

これらに80Ma～16.5Maの岩脈が貫入していま

す.この中で約70Maの玄武岩岩脈群(南北ないし

北北西方向)の分布は特筆すべきものがあり,図面

では網目で示してあります.まを,南北方向,西北

西一東南東方向,東北東一西南西方向の断層が発

達しています.

美濃帯のジュラ紀付加体

美濃帯のジュラ紀付加体は構造的上位の北西部

より南に向かって衝上断層で境された樫曲(栗本

ほか,1999),左門岳,舟休山,久瀬(以上脇田は

か,1992)の4ユニットに区分できます(第2図).こ

れらの特徴は次の通りです.

(a)樫曲ユニット:緑色岩に富むメランジュ

(b)左門岳ユニット:主にチャｰト砕屑岩コンプレ

ックス(KimuraandHori,1993)からなる

(C)舟休山ユニット:緑色岩に富むメランジュ,特に

ペルム紀の緑色岩,石灰岩に富む

(d)久瀬ユニット:本地域東部では含礫泥岩を多く

含むメランジュ(ペルム紀石灰岩の大きなブロ

ックを含む),西部では,チャｰト,珪質泥岩の

大きなブロックを含むメランジュ

本地域の美濃帯ジュラ紀付加体でポイントとなる

のは,美濃一丹波帯の対比における位置づけでし

ょう.本地域では舟休山ユニットと下盤の久瀬ユニ

ットの間に小津衝上断層があり,地質構造上,樫

曲,左門岳,舟休山の構造的上位3ユニットは丹波

帯のH型地層群の位置に,久瀬ユニットはI型地層

群の位置にあると考えられます.

一方で,横山図幅地域の泥岩から得られる放散

虫の検討結果は,放散虫化石の乏しい樫曲ユニッ

ト以外は,中期ジュラ紀の後半を示すTrゴ｡o1o-

c即saco肥x∂帯(Matsuoka,1995)に対比され,

付加年代の古いII型地層群と類似しています.さ

らに久瀬ユニットではペルム紀の石灰岩が存在す

ることから,本地域の美濃帯ジュラ紀付加体は復元

層序の上ではすべて丹波帯のII型地層群に相当す

ると考えられます.これらから,研究報告書では久

瀬ユニットは,丹波帯のI型,II型地層群の中間的

な性格を持つとしています.そして,この久瀬ユニ

ットは,東西は5万分の1谷汲図幅(脇田,1991),

横山図幅,敦賀図幅(栗本ほか,1999)の地域にし

か存在せず,分布域が限られていることもわかって

○細鮒冊一E

紬

第2図

5万分の1横山地域及びその周辺

の地質概略図と断層露頭位置

(研究報告書第66図を一部修正).
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きました.

貝月山花闇岩

横山図幅の重要点の1つとして,貝月山花商岩の

地表で分布が,以前と比べてかなり正確にわかっ

たことがあります.貝月山花商岩の分布にはこれま

で諸説ありました.今回,貝月山花商岩体の外形

と周囲の接触変成帯を詳細に明らかにした結果,2

つの岩体に分かれていて,両岩体の間に分布する

美濃帯堆積岩コンプレックスは花商岩体のルｰフ

であることが明らかになりました(口絵4).さらに,

貝月山花商岩の北側,東側では,美濃帯ジュラ紀

付加体が花商岩体を緩く覆っていることがわかり

ました.すなわち,まだ花商岩体の頂部がすべて露

出していないのです.

また,貝月山花商岩の年代についても興味ある

事実がわかりました.これまで沢田ほか(1994)で

Rb-Sr全岩アイソクロン年代94.1±5,OMa,鉱物ア

イソクロン年代96.4±4.8Maが報告されていまし

た.今回K-Ar年代で98.8±4.9Ma(黒雲母),

94.6±4.7Ma(黒雲母),95.9土4曲8M&(白雲母)が

得られ,両手法による年代値の差は誤差の範囲に

収まることがわかりました.両者の閉鎖温度の差が

500℃程度あることを考えれば,少なくとも露出し

ている範囲では急速に冷えたことを示していると

考えられます.

断層系

横山図幅のもう一つの重要点は,本地域の花商

2001年5月号

鰯(研究報告書第･･図･を一部修正)

一一憂ハンマｰのところの暗色部が断層ガウジ.周

辺もカタクレｰサイトになっており,長石類は

､撒臨11破壊されて網目状である.

岩貫入後の断層系がかなり詳細に明らかになった

ことです(第2図).断層露頭も数多く見つけてい

ます.地質調査の印象は｢とにかくズタズタ｣とい

った感じです.

貝月山花陶岩体西部を南北に切るものは,著し

い破砕帯を伴い,坂内村川上(第2図A)周辺では

みかけ約3kmの右横ずれ変位があります.玄武岩

岩脈群(約70M8)は南北の破砕帯にほぼ平行で,

かつこの断層系の影響を受けています.このこと

から,玄武岩岩脈群の貫入時期の前後に南北系の

断層･割れ日系が形成される応力場に置かれてい

たのであろうと推定しています.

その後,南北系の断層と玄武岩岩脈群は,北

西一南東系の断層とそれらと共役関係と考えられ

る東北東一西南西系の断層の両方で変位していま

す.これらにもしばしば著しい破砕帯が認められま

す.北西一南東系と東北東一西南西系の断層系は

現在と同じ東西圧縮応力場において形成されたこ

とも推測されます.これらの断層系のうちのいくつ

か(例えば日坂断層,第3図)は,横山図幅と同時

期に出た｢近畿の活断層｣(岡田･東郷編,2000)で

活断層と推定されています.しかし横山図幅の調

査で,第四紀の崖錐や段丘堆積物に変位は確認で

きていません.

2｡地質図の進歩

横山地域内でこの横山図幅以前に色刷りで公表

されているものとしては､Miyamura(1967),岐阜�
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県(1995)と滋賀県(1992)の土地分類基本調査に

含まれている表層地質図(それぞれ調査者;梶田

澄雄･小井土由光,立川正久･滋賀地質研究会)

があります.口絵では岐阜県側の本地域東部につ

いてこれまでの地質図と比較しました曲各地質体

の年代については近年の研究やこの横山図幅によ

って大きく進歩しましたが,それぞれの地質体の分

布についても以下のように大きく進歩しました.口

絵の地域を例にすれば,横山図幅はMiyamura

(1967)や岐阜県(1995)より次のような点で大きく

進歩しています.

(至)花樹岩の分布が横山図幅では地表では2つの

岩体に分かれているが,地下ではつながって

いて岩体としては1つであること

(2)東北東一西南西方向及び西北西一東南東方向,

南北方向の断層があること

(3)美濃帯のジュラ紀付加体がスラストで2つに区

分されること

(4)花商岩による接触変成作用の分帯が明らかに

なったこと

(5)玄武岩岩脈群の存在が明らかになったこと

(五)(4)については,両岩体の間の鍋倉山周辺

に接触変成を受けたジュラ紀付加体があり,花商

岩との接触関係がほぼ水平であることからわかり

ました.(2)については,花商岩の中の断層系がこ

れまであまり重要視されていなかったことと,見か

けの変位量があまり大きくないことから見逃されて

きたと思われます.しかし,地形的にも明瞭で,断

層露頭もたくさんあります.(3)については,古くは

5万分の1根尾図幅(河合,1964)で示されており,

付加体によく見られる構造として1980年代から認

識されています.横山図幅の調査でも断層露頭を

いくつか見つけています.(5)についても新知見

で,それぞれの岩脈は細かくて地質図に表現でき

ないので,網線でその分布域を,線の向きで方向

を表しました.花商岩の年代が約95M凱なのに対し

て,玄武岩岩脈群の年代は約70Maであることもわ

かりました.

このように,これまでの研究に比べて横山図幅

では地質図の精度が大きく進歩しています.Miya-

mura(1967)との比較では,当時の調査日数や,そ

の時代の学問的レベル,石灰岩の分布を主目的と

して行われた研究であることなどを考えれば,当時

としてはよく研究されている思われます.幸た,表

層地質図(岐阜県,1995)との比較で言えば,予算

的な制約で,従来の地質図のチェックにとどまった

感もありますが,それでも,ジュラ紀付加体の中で

緑色岩を多く含む地質体の分布は,Miyamura

(1967)とは異なって,かなり正確になっており,

1970年代以降の本地域での研究の進展(Hattori,

1976など)が反映されていると考えられます.

このように地質図は研究の進展によって新知見

が明らかになっていきます.われわれ著者としては,

年月を経ても陳腐化しない地賓図を研究成果とし

ていかに示せるかが,野外地質の研究者としての

評価だと考え,さらに信頼に耐えうるものを作成し

たいと思います.
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